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令和４年度 第１回津山市史編さん委員会

日 時：令和４年７月２９日（金）13:30～

会 場：津山市役所 第２委員会室

１．開 会

２．総務部長あいさつ

３．令和４年度の事務局体制について

４．報告事項

（１）令和４年度の編さん事業予定 … ２ページ

（２）各部会の開催、進捗状況 … ３ページ

（３）資料編「古代・中世」の刊行について … ４ページ

５．協議事項

（１）通史編「自然風土・原始・古代」の刊行について … ５ページ

（２）その他

６．その他

７．閉 会

○『新修津山市史』の刊行スケジュール … ６ページ

○現在の編さん委員・執筆者一覧表 … ７～ ８ページ
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【報告事項】

（１）令和４年度の編さん事業予定

①編さん委員会開催 ２回（７月・２月）

②「新修津山市史」刊行 通史編「自然風土・原始・古代」版下の作成

③「津山市史だより」刊行 ２回（19号＝９月，20号＝３月）

④「津山市史研究」刊行 １回（８号＝３月）

⑤津山市史講座開催 ３回 ※美作学講座との連携

※別添 資料１・２のとおり

09/10 講師＝近都兼司 （津山洋学資料館学芸員）

『仁木家文書から見た幕末期の医師の倫理観』

11/19 講師＝乾 貴子 氏（津山弥生の里文化財センター資料整理担当）

『津山城の修繕 ～江戸時代後期 勘定方の記録を中心に～』

02/25 講師＝佐藤寛介 氏（東京国立博物館 学芸研究部列品管理課登録室・

貸与特別観覧室室長）

『津山藩主松平家の甲冑と刀剣』

⑥資料調査 ・各部会で随時実施

・郷土博物館収蔵資料の整理

・中世・近世・近現代文書の調査

・各種民俗調査

⑦資料筆耕作業 各部会で筆耕要領検討

○７月までの進捗状況

・新修津山市史資料編「古代・中世」の刊行

・令和４年 ５月２１日 近現代部会

６月２５日 古代部会

７月 新修津山市史通史編「自然風土・原始・古代」版下作成業 務の

見積徴収開始（見積提出期限 8/9）

７月１５日～ 新修津山市史資料編「古代・中世」の販売開始

７月１７日 近世部会

７月２７日 民俗部会

【本日】 ７月２９日 令和４年度 第１回津山市史編さん委員会
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（２）各部会の開催、進捗状況

※令和 3年 11月 1日開催の津山市史編さん委員会以降

○自然風土・考古部会

・通史編「自然風土・原始・古代」原稿作成作業中

○古代部会

・部会審議 古代部会 １月１３日、６月２５日

・資料編「古代・中世」の最終確認 ほか

・通史編「自然風土・原始・古代」原稿作成作業中

○中世部会

・部会審議 中世部会 １月９日

・資料編「古代・中世」の内容校正作業の進捗と今後の確認 ほか

○近世部会

・部会審議 近世部会 ７月１７日

・資料編章立ての確認と今後のスケジュール、通史編の章立ての確認 ほか

・立石家、苅田家、浮田家資料整理作業および資料編収録候補の解読・筆耕

※今後も継続的に資料調査を実施予定

○近現代部会

・部会審議 近現代部会 １２月４日、５月２１日

・刊行スケジュールの確認、資料編編集方針、掲載候補資料について ほか

・個別調査 郷土館時代の未整理資料、阿波行政資料調査など

・多胡家資料整理作業中、古写真データ整理作業中

・各自資料調査や資料編掲載候補の選択作業中

○民俗部会

・部会審議 民俗部会 ７月２７日

・刊行スケジュール、執筆担当の確認 ほか

・個別調査 大字ローラー調査、注連縄のイネ刈取調査など
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（３）資料編「古代・中世」の刊行について

① 仕様

Ａ５判、巻頭カラー８ページ、本文８１４ページ

丸背、上製本（ハードカバー）、総布クロス装、花布

② 贈呈先

贈呈先は下記とおり 合計２３４冊

・市関係者 ４０冊

・市内公民館、学校 ６７冊

・県内教育委員会、県内図書館 ６２冊

・県内歴史系施設、大学図書館など １７冊

・協力者、協力機関 ３９冊

・友好交流都市など ８冊

・その他 １冊

③ 販売価格

１冊 ４，０００円（税込）

④ 販売部数及び販売予定先

印刷部数１，０００冊のうち２５０冊を贈呈用とし、７５０冊を一般頒布用として

津山郷土博物館と市内書店等で販売
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【協議事項】

（１）通史編『自然風土・原始・古代』の刊行について

１．仕様

Ａ５判、巻頭カラー２０ページ、本文７１０ページ

１ページ 48文字×17行 816 文字 縦書き

図表・写真 約３１０点程度

２．スケジュール

（２）その他
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『新修津山市史』の刊行スケジュール

総合

計画
年 度 事 務 刊 行 物

平成 25 編さん事業開始

26 資料調査・執筆

27 資料調査・執筆

５

次

前

期

28 資料調査・執筆

29 調査・執筆・出版 別巻「つやまの民話」刊行

30 調査・執筆・出版 資料編「考古」製版

５

次

中

期

令和元 調査・執筆・出版 資料編「考古」刊行

2 調査・執筆・出版 資料編「古代・中世」製版

3 調査・執筆・出版 資料編「古代・中世」刊行

５

次

後

期

4 調査・執筆・出版 通史編「自然風土・原始・古代」製版

5 調査・執筆・出版
通史編「自然風土・原始・古代」刊行

資料編「近現代」製版

6 調査・執筆・出版
資料編「近現代」刊行

資料編「近世」製版

7 調査・執筆・出版
資料編「近世」刊行

通史編「近代」製版

６

次

8 調査・執筆・出版
通史編「近代」刊行

通史編「中世・近世Ⅰ」製版

9 調査・執筆・出版
通史編「中世・近世Ⅰ」刊行

通史編「現代」製版

10 調査・執筆・出版
通史編「現代」刊行

通史編「近世Ⅱ」製版

11 調査・執筆・出版
通史編「近世Ⅱ」刊行

通史編「民俗」製版

12 調査・執筆・出版 通史編「民俗」刊行

13 執筆・出版 簡易版市史の刊行（事業完了）
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編さん委員・執筆者一覧

編 さ ん 委 員 任期：令和 3. 7. 1 ～ 令和 5. 6.30
定兼 学 前岡山県立記録資料館特別館長 近世・近現代

尾島 治 元津山郷土博物館館長（兼）前津山市史編さん室室長 近世・近現代・民俗

在間 宣久 元岡山県立記録資料館館長 近現代・近世

今津 勝紀 岡山大学文明動態学研究所教授 古代

狩野 久 奈良文化財研究所名誉研究員 古代

白石 純 岡山理科大学生物地球学部教授 自然風土・考古

首藤ゆきえ 井原市文化財センター『古代まほろば館』研究員 近現代

久野 修義 岡山大学名誉教授 中世

前原 茂雄 蒜山郷土博物館館長 民俗・中世

執 筆 者

能美 洋介 岡山理科大学教授 自然風土・考古

澤田 秀実 くらしき作陽大学音楽学部准教授 自然風土・考古

光本 順 岡山大学大学院社会文化科学研究科准教授 自然風土・考古

新谷 俊典 真庭市教育委員会職員 自然風土・考古

岡田 博 元岡山県教育委員会職員 自然風土・考古

岡本 寛久 元岡山県教育委員会職員 自然風土・考古

村上 幸雄 元総社市教育委員会職員 自然風土・考古

湊 哲夫 元津山市教育委員会職員 自然風土・考古・古代

中山 俊紀 元津山市教育委員会職員 自然風土・考古

安川 豊史 元津山市教育委員会職員 自然風土・考古

行田 裕美 元津山市教育委員会職員 自然風土・考古

尾上 元規 岡山県教育委員会文化財課副参事 自然風土・考古

小林 利晴 県古代吉備文化財センター総括副参事 自然風土・考古

島崎 東 元県古代吉備文化財センター総括参事 自然風土・考古

米田 克彦 県古代吉備文化財センター総括主幹 自然風土・考古

河合 忍 岡山県教育委員会文化財課総括主幹 自然風土・考古

上栫 武 岡山県教育委員会文化財課主幹 自然風土・考古

森 俊弘 真庭市教育委員会生涯学習課参事 中世

山本 太郎 倉敷市総務局総務部副参事（歴史資料整備室） 近世

東 昇 京都府立大学文学部歴史学科准教授 近世

横山 定 岡山県立博物館学芸課長 近世

妻鹿 淳子 元岡山地方史研究会会長 近世

森元 純一 和気町教育委員会社会教育課社会教育係係長 近世・近現代

山下 香織 岡山県立記録資料館嘱託職員 近世・近現代
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沢山美果子 岡山大学大学院客員研究員 近世・近現代

日下 隆春 鏡野町教育委員会生涯学習課主幹 近現代

山下 洋 倉敷市総務局総務部総務課副主任（歴史資料整備室） 近現代

森元 辰昭 清心女子高校非常勤講師・岡山大学経済学部非常勤講師 近現代

小西 伸彦 産業遺産学会理事・就実大学非常勤講師 近現代

遠藤 健治 美作大学大学院人間発達学研究科人間発達学専攻教授 近現代

大塚 利昭 元岡山市立オリエント美術館館長 近現代

小坂田裕造 元津山市教育委員会職員 近現代

安倉 清博 元就実大学総合歴史学科非常勤講師 民俗

井上 靖子 元備前市文化振興課職員 民俗

立石 憲利 岡山民俗学会名誉理事長 民俗（民話）

猪原 千恵 狭山市立博物館職員 民俗

宮本かづみ 蒜山郷土博物館職員 民俗

森川奈津美 川崎医科大学現代医学教育博物館嘱託職員 民俗

赤坂健太郎 郷土史研究家（津山おくにじまん研究会代表） 民俗


